
雇用と仕事の確保で内需拡大・震災復興を

お気軽に電話して下さい

まもろう憲法と暮らし　ストップ暴走政治　実現しよう！大幅賃上げと雇用の安定

　
ご
存
じ
で
す
か
？
安
倍
「
雇
用
改
革
」
。
首
相
の

演
説
に
は
「
過
労
死
防
止
」「
賃
上
げ
」「
女
性
や

若
者
の
活
躍
」
と
い
う
言
葉
が
並
び
ま
す
が
、
具

体
的
な
政
策
は
真
逆
で
す
。
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制

度
で
長
時
間
労
働
を
進
め
、
リ
ス
ト
ラ
の
推
奨
と

派
遣
労
働
自
由
化
で
雇
用
の
流
動
化
を
進
め
よ
う

と
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
喜
ば
せ
、
雇
用

と
地
域
経
済
を
痛
め
つ
け
る
も
の
ば
か
り
。

　
「
悪
政
や
め
ろ
！
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

　

安
倍
政
権
は
、
派
遣
労
働
の
期
間
制
限
を
な
く

し
全
面
解
禁
す
る
法
案
を
、
２
度
の
廃
案
に
も
懲

り
ず
国
会
に
再
提
出
し
ま
す
。
１
日
８
時
間
・
週

40
時
間
の
労
働
時
間
の
規
制
を
は
ず
し
「
残
業
代

ゼ
ロ
・
過
労
死
促
進
」
と
な
る
「
裁
量
労
働
制
の

拡
大
」
や
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
労
働

制
」
を
柱
と
す
る
労
働
基
準
法
改
悪
案
も
準
備
。

リ
ス
ト
ラ
費
用
を
助
成
す
る
「
労
働
移
動
支
援
助

成
金
」
３
４
９
億
円
も
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
金
さ
え
払
え
ば
解
雇
自
由
の
「
解
雇

の
金
銭
解
決
」
制
度
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
低
賃
金
・
不
安
定
雇
用
の
非
正
規
労
働
者

は
２
０
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
過

労
死
ラ
イ
ン
の
週
60
時
間
以
上
働
く
人
は
フ
ル
タ

イ
マ
ー
の
９
％
、
男
性
30
代
で
は
18
％
も
い
ま

す
。
平
均
労
働
時
間
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
よ
り

年
間
３
０
０
時
間
長
い
の
に
、
賃
金
は
抑
え
ら

れ
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
首
相
は
「
長
時
間
抑
制
・
過
労
死
防
止
」

と
「
賃
上
げ
」
重
視
が
本
気
な
ら
、
労
働
時
間
の

労
働
力
の
流
動
化
＝
使
い
捨
て

「安倍雇用改革」
の危険な内容

●リストラ首切り
に助成金

●派遣労働の全面
解禁

●残業代ゼロで長
時間労働

●クビきり自由

●解雇しやすく低
賃金の限定正社員

上
限
規
制
を
導
入
し
、
最
低
賃
金
を
引
上
げ
、
非

正
規
と
正
規
の
「
均
等
待
遇
」
を
導
入
し
、
労
働

基
準
監
督
官
を
増
員
す
る
べ
き
で
す
。

　

労
働
組
合
は
、
労
働
者
の
悩
み
に
こ
た
え
る
労

働
相
談
も
受
け
な
が
ら
、
労
働
者
の
生
活
と
国
民

経
済
を
よ
く
す
る
政
策
を
求
め
、
春
闘
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

労
働
者
保
護
法
制
と
均
等
待
遇

2015.1

安
倍
政
権
の「
大
企
業
だ
け
成
長
戦
略
」
!

許
す
な
、労
働
者
い
じ
め
の
雇
用
破
壊
ＮＯ

安
倍
政
権
の「
大
企
業
だ
け
成
長
戦
略
」
!

許
す
な
、労
働
者
い
じ
め
の
雇
用
破
壊
ＮＯ

や
り
た
い
放
題

規
制
な
く
し
て


